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視
点
・
論
点
①

米
軍
再
編
と
在
沖
米
海
兵
隊
の
ゆ
く
え	

下
道
直
紀

米
軍
再
編
と
は　

米
軍
再
編
と
言
え
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
米
軍
再
編
と
考
え
て
い
る
人

が
多
い
が
ま
っ
た
く
違
う
。
世
界
的
規
模
で
の「
変
革
」と「
再
編
」（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
こ
と
で
あ
り
、
欧
州
・
中
東
方
面
に
駐
留
し
て
い
る
米
軍
の
再
編

に
軸
足
が
あ
る
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、
中
東
・
中
央
ア
ジ
ア
・
北
ア
フ
リ
カ
を
に

ら
ん
で
連
日
、
作
戦
行
動
を
展
開
し
て
い
る
、
イ
ン
ド
洋
上
に
浮
か
ぶ
デ
ェ
ゴ
ガ
ル

シ
ア
島
（
英
領
で
米
国
の
租
借
地
）
の
世
界
最
大
の
米
軍
基
地
の
存
在
で
あ
る
。

米
軍
再
編
の
中
で
の
在
沖
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転　

デ
ェ
ゴ
ガ
ル
シ
ア
基
地
が
フ

ル
稼
働
し
て
お
り
、
そ
の
補
給
基
地
と
し
て
グ
ア
ム
基
地
の
増
強
が
図
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
二
〇
〇
四
年
ご
ろ
当
時
の
ラ
ム
ズ
フ
ェ
ル
ド
米
国
防
長
官
は
、
陸
海
空
・

海
兵
隊
四
軍
の
グ
ア
ム
へ
の
統
合
を
構
想
し
た
。
つ
ま
り
在
沖
縄
米
海
兵
隊
の
グ
ア

ム
移
転
で
あ
る
。「
再
編
実
施
の
た
め
の
日
米
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」（
二
〇
〇
六
年
五

月
一
日
）
で
は
在
沖
米
海
兵
隊
の
司
令
部
部
隊
中
心
八
千
人
の
グ
ア
ム
移
転
、
辺
野

古
基
地
建
設
な
ど
を
合
意
し
た
が
、
実
際
は
す
で
に
普
天
間
基
地
の
航
空
部
隊
の
グ

ア
ム
移
転
（
し
た
が
っ
て
航
空
部
隊
と
一
体
で
動
く
地
上
部
隊
も
含
め
て
）
を
準
備

し
て
い
た
（
米
海
軍
省
「
グ
ア
ム
統
合
軍
事
開
発
計
画
」
二
〇
〇
六
年
七
月
）。

米
側
に
は
グ
ア
ム
に
新
基
地
を
つ
く
る
カ
ネ
が
な
い　

と
こ
ろ
が
、
グ
ア
ム
統
合
計

画
は
予
算
措
置
が
で
き
ず
、
足
踏
み
状
態
で
あ
る
。
在
沖
米
海
兵
隊
の
グ
ア
ム
移
転

費
用
は
当
初
、
一
〇
二
億
七
千
万
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
Ｇ
Ａ
Ｏ
（
米
政
府
監
査
院
）

は
二
年
前
、
一
五
〇
億
ド
ル
と
見
積
も
り
、
さ
ら
に
今
年
の
五
月
に
は
二
九
一
億
ド

ル
の
三
倍
に
膨
ら
む
。
日
本
側
に
「
も
っ
と
カ
ネ
を
出
せ
」
と
言
っ
て
い
る
か
の
よ

う
で
あ
る
。

　

財
政
悪
化
に
苦
し
む
米
政
府
が
国
防
費
の
削
減
策
を
打
ち
出
す
中
、
米
議
会
で
は

「
米
国
が
世
界
の
警
察
だ
と
い
う
見
解
は
冷
戦
の
遺
物
、
時
代
遅
れ
だ
」「
在
沖
海
兵

隊
は
抑
止
力
で
は
な
い
。
海
兵
隊
は
不
要
」
と
、
海
兵
隊
そ
の
も
の
の
解
体
あ
る
い

は
米
本
土
へ
の
撤
退
を
求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
る
。

米
議
会
で
米
海
兵
隊
の
不
要
論
高
ま
る　

レ
ビ
ン
・
ウ
ェ
ッ
ブ
両
上
院
議
員
と
マ
ケ

イ
ン
上
院
議
員
の
三
人
が
さ
る
五
月
、「
普
天
間
の
辺
野
古
移
転
計
画
は
非
現
実
的
」

「
普
天
間
の
早
期
返
還
を
可
能
に
す
る
嘉
手
納
基
地
へ
の
移
転
の
実
現
性
を
精
査
す
べ

き
だ
。
そ
う
で
な
く
て
も
ア
ン
ダ
ー
セ
ン
基
地
使
用
等
の
選
択
肢
も
あ
る
」
と
の
内

容
の
共
同
声
明
を
発
し
た
。
嘉
手
納
基
地
の
米
軍
Ｆ
15
戦
闘
機
の
役
割
が
薄
れ
て
い

る
中
、
Ｆ
15
の
撤
退
後
の
米
海
兵
隊
航
空
部
隊
の
嘉
手
納
利
用
と
い
う
現
実
論
か
ら

嘉
手
納
統
合
案
が
飛
び
出
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
米
側
の
動
向
に
危
機
意
識
を
持
っ
た
の
は
日
本
の
「
基
地
利
権
派
」

で
あ
る
。
辺
野
古
移
転
に
固
執
し
、「
日
米
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」「
５
・
28
日
米
共
同
声
明
」

の
線
が
崩
れ
な
い
よ
う
に
、
必
死
に
米
側
に
働
き
か
け
る
政
治
家
、
防
衛
・
外
務
官

僚
の
姿
は
あ
わ
れ
で
あ
る
。

　

米
軍
基
地
（
自
衛
隊
の
増
強
や
部
隊
の
配
備
・
展
開
も
含
む
）
の
利
権
に
群
が
る
政
・

官
・
業
の
ゆ
着
構
造
の
打
開
も
、
政
権
交
代
後
の
重
要
な
政
治
課
題
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

オ
ス
プ
レ
イ
の
普
天
間
基
地
へ
の
配
備　

米
側
は
北
朝
鮮
や
中
国
の
軍
事
力
を
（
若

干
の
心
配
は
残
っ
て
い
る
が
）
そ
う
問
題
視
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
海
兵
隊
な

ど
を
沖
縄
に
張
り
付
け
て
お
く
理
由
は
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
た
。
中
東
な
ど
紛
争
地

近
く
に
弾
薬
・
兵
器
を
事
前
集
積
し
、
シ
ー
ベ
ー
ス
（
海
上
基
地
）
構
想
の
も
と
、

軍
事
行
動
の
展
開
を
考
え
て
い
る
。
シ
ー
ベ
ー
ス
作
戦
に
必
要
な
オ
ス
プ
レ
イ
の
機

能
（
兵
員
・
武
器
を
奥
地
に
一
気
に
搬
送
す
る
役
割
）
を
考
え
れ
ば
、
沖
縄
に
駐
屯

さ
せ
て
お
く
の
は
ム
ダ
で
も
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
米
軍
再
編
の
本
質
、
米
政
府
、
米
議
会
の
本
音
の
と
こ
ろ
を

理
解
し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
は
解
決
し
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
普
天
間
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
、
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ト
の
建
設
が
進
み
、

普
天
間
の
固
定
化
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
か
し
、
沖
縄
県
民
に
と
っ
て
、
こ
れ
以
上

の
基
地
の
負
担
は
許
さ
れ
な
い
。

（
し
も
み
ち
・
な
お
き
／
国
会
議
員
政
策
秘
書
）




